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中学理科プリント（基礎確認）
植物・動物の分類

名前 得点

　／16

問1 肺の中で、血液と酸素をやり取りするために表面積を広げている小さな袋状の器官を何という？

1.  気管支 2.  横隔膜 3.  気管 4.  肺胞

問2 双子葉類の根に見られる、太く発達した中心となる根のことを何という？

1.  側根 2.  ひげ根 3.  主根 4.  不定根

問3 コケ植物のように種子を作らず、受粉せずに増えるために用いられる微細な繁殖用の粒を何という？

1.  花粉 2.  胚珠 3.  種子 4.  胞子

問4 昆虫やクモ、エビやカニなど、体や足に節があり、外骨格を持つグループを総称して何という？

1.  環形動物 2.  軟体動物 3.  節足動物 4.  刺胞動物

問5 周囲の気温や水温の変化に合わせて体温が変化してしまう動物の分類を何という？

1.  哺乳類 2.  鳥類 3.  恒温動物 4.  変温動物

問6 硬い外骨格を持つ動物が、成長の過程で古い殻を脱ぎ捨てる現象を何という？

1.  羽化 2.  蛹化 3.  脱皮 4.  変態

問7 一般的に、顕微鏡の倍率が高い対物レンズほど、レンズの形にはどのような特徴があるか？

1.  太く 2.  短く 3.  細く 4.  長く

問8 恒温動物が体温を一定に保つために、栄養素を分解してエネルギーを生み出す体内の化学反応を何という？

1.  循環 2.  代謝 3.  消化 4.  呼吸

問9 コケ植物が体を地面や岩に固定するために持つ、根のような働きをするつくりを何という？

1.  葉 2.  茎 3.  仮根 4.  根

問10 葉脈の並び方が平行になっている植物のグループを何というか？

1.  双子葉類 2.  単子葉類 3.  裸子植物 4.  シダ植物

問11 卵の中で胚が発生するために不可欠な栄養分を蓄えた部位を何という？

1.  殻 2.  卵黄 3.  胚盤 4.  卵白

問12 アサリやカキのように、内臓が外とう膜に包まれ、二つの殻を持つ軟体動物のグループを何という？

1.  巻貝 2.  二枚貝 3.  腹足類 4.  頭足類

問13 根から吸い上げた水や、そこに溶けている無機養分を体全体に運ぶための管を何という？

1.  道管 2.  師管 3.  表皮 4.  形成層

問14 顕微鏡の構成要素のうち、観察者の目に近い位置にあるレンズを何という？

1.  レボルバー 2.  接眼レンズ 3.  鏡筒 4.  対物レンズ

問15 植物の根の表面にある、水や養分を効率よく吸収するための小さな突起を何という？

1.  側根 2.  ひげ根 3.  根毛 4.  主根

問16 背骨は体を支えるだけでなく、体内の重要な通り道となる何という器官を保護している？

1.  筋肉 2.  骨格 3.  神経 4.  血管
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答え合わせ・解説

問1 答え 4
肺胞

肺胞は、肺の中にある小さな袋状の器官です。肺の内部にはこの袋が無数に存在し、それらの周りを毛細血
管が網の目のように取り囲んでいます。この薄い袋の壁を通して、空気中の酸素が血液に入り、血液中の二
酸化炭素が排出されるというガス交換が行われます。表面積が非常に広いため、わずかな時間で大量の酸素
を吸収することが可能になっています。

問2 答え 3
主根

双子葉類の根は、発芽時に最初に出てくる根がそのまま成長した中心となる太い根を持っています。これを
主根と呼び、そこからさらに細く枝分かれした側根が広がることで、土壌中の広い範囲から効率よく水分を
吸い上げることができます。

問3 答え 4
胞子

胞子とは、植物体が単独で次世代の個体を作るために放出する微細な細胞の集まりです。種子のようにあら
かじめ養分を蓄えているわけではなく、適した環境に落ちることで発芽して成長します。

問4 答え 3
節足動物

節足動物は、体全体が節（ふし）で構成されており、硬い外骨格を持つのが最大の特徴です。昆虫類、クモ
類、甲殻類（エビ・カニなど）、ムカデ類などがこのグループに該当します。

問5 答え 4
変温動物

変温動物とは、体温を一定に維持する能力が低く、周囲の気温や水温によって体温が変動する動物です。魚
類や両生類、爬虫類などがこれにあたります。体温が低くなると活動が鈍くなるため、日光浴をして温まっ
たり、日陰で体温を下げたりする行動が見られます。

問6 答え 3
脱皮

脱皮は、新しい柔らかい殻をあらかじめ形成し、古い殻を割ってそこから抜け出す現象です。脱皮直後は新
しい殻がまだ柔らかいため、短時間で体を膨らませてから殻を硬化させることで、以前より大きな体を手に
入れます。

問7 答え 4
長く

対物レンズは、倍率が高くなるほどレンズが大きくなり、鏡筒自体の長さも長くなるのが特徴です。そのた
め、高倍率のレンズに切り替える際は、プレパラートとレンズが接触して割れてしまわないよう、より慎重
な操作が求められます。

問8 答え 2
代謝

代謝とは、体内に取り入れた栄養をエネルギーに変換し、生命活動を維持する一連の化学反応のことです。
恒温動物は、このエネルギーを熱に変えることで体温を一定に保っています。そのため、変温動物と比較す
ると非常に高い代謝能力が必要であり、より多くの食事を摂取して絶えずエネルギーを補給しなければなり
ません。

問9 答え 3
仮根

仮根は、コケ植物の体の下部から伸びる細い糸のような組織です。名前の通り「仮の根」であり、維管束を
持つ植物の根とは異なり、水や養分を吸収する能力はほとんどありません。主な役割は、コケ植物の体を岩
や土の表面にしっかりと固定することです。水や養分は、仮根を使わず、葉のような部分から直接体全体で
吸収するという特徴があります。

問10 答え 2
単子葉類

単子葉類は、種子から発芽する際に子葉が1枚だけ出てくるグループを指します。この仲間の葉の特徴は、
葉脈が互いに平行に並んでいる「平行脈」を持っていることです。身近な植物では、イネ科やユリ科、トウ
モロコシなどがこのグループに含まれます。

問11 答え 2
卵黄

卵の内部に含まれる、胚が成長するために必要なタンパク質や脂質などの栄養源を卵黄と呼びます。鳥類の
卵のように目に見える塊として存在する場合もあれば、顕微鏡でしか確認できないような量の場合もありま
す。この栄養を利用して胚は細胞分裂を繰り返し、臓器を形成して形を整えていきます。孵化に必要な全て
の栄養をこの中に含んでいるため、卵は完全な栄養源として独立した環境を構築しています。

問12 答え 2
二枚貝

外套膜（がいとうまく）から分泌される成分で二つの殻を作り、その中に柔らかい体を収めています。足を
使って砂の中に潜ったり、付着して生活したりします。

問13 答え 1
道管

道管は維管束の一部を構成する管で、主に根から上方向へ向かって水や水に溶けた栄養分を輸送します。管
の壁は厚く強固で、水分を通すだけでなく植物の体を支える役割も兼ねています。管の細胞が死んで壁だけ
が残った構造になっているのが特徴です。

問14 答え 2
接眼レンズ

接眼レンズは、顕微鏡の鏡筒の最上部にあるレンズです。これをのぞき込むことで、対物レンズで作られた
像をさらに拡大して視認します。多くの接眼レンズには10倍や15倍といった倍率が刻印されており、用途
に応じて取り替えることができます。

問15 答え 3
根毛

根毛は、根の表皮細胞が管状に突き出したものです。多数の根毛が密集することで、根の表面積を非常に大
きくし、効率よく水や養分を取り込めるようにしています。これは、生物が環境に適応するために発達させ
た吸収の工夫です。

問16 答え 3
神経

背骨の中には脊髄という神経の束が通っており、背骨の骨一つひとつ（椎骨）が連結することで、この脊髄
を守る管のような役割を果たしています。背骨は非常に頑丈で、内部にある神経を交通事故や衝撃から守る
だけでなく、身体を直立させたり曲げたりするための柔軟性も兼ね備えています。


